
◇秋田県公文書館 研究紀要 第16号 (2010.3.

19)

加藤昌宏. 秋田藩天保国絵図の作成過程とその特

質, p.1‒20

柴田知彰. 秋田県における郡役所の文書管理制度

の再検討－｢郡区町村編制法｣ 下について－,

p.21‒40

煙山英俊. 市町村における公文書館機能の設置と

課題, p.41‒47

佐藤隆. ｢秋田県庁旧蔵古文書｣ について, p.48‒

65

金森正也. 史料紹介 ｢寛政七卯年より同十一巳年

迄 御用留書｣－寛政七年の郡奉行設置－, p.

66‒86

◇茨城県立歴史館 茨城県立歴史館報 第37号

(2010.3.25)

黒澤彰哉. 腕の製作技法と顔の作風から見た茨城

の人物埴輪, p.1‒32

永井博. 御三家の参勤交代－水戸家 ｢定府｣ の検

討－, p.33‒49

柳橋正雄. 近世後期における一橋領知の農村復

興－下総国結城郡矢畑村の事例－, p.50‒67

富田任. 市町村の歴史資料保存利用に関する支援

事業－茨城県立歴史館の取組み－, p.68‒89

歴史資料課・行政資料課. 平成21年度地域共同史

料調査概要, p.90‒98

◇栃木県立文書館 研究紀要 第14号 (2010.3.

31)

杉山一弥. 小山義政の乱にみる室町幕府と鎌倉府.

p.1‒16

松本一夫. 小山氏と中泉荘, p.17‒27

月井剛. 戦国期南奥領主の起請文に関する基礎的

考察, p.28‒46

山本訓志. 野州石灰焼成窯の変遷, p.47‒54

直井康幸. ｢栃木県下男女中等学校入学査定法と

口頭試問題｣ にみる中等学校の選抜条件, p.55

‒66

◇埼玉県立文書館 文書館紀要 第23号 (2010.3.

29)

埼玉県立文書館. はじめに, p1.

太田富康. 府県公報誌の機能と管理－伝達と記録

のメディア－, p3‒31

大石三紗子. 国民体育大会開催にかかわる埼玉県

の行政文書－その作成と構成の分析－, p.33‒

58

新井浩文. 市町村合併と編さん事業－昭和と平成

の合併を比較して－, p.59‒71

芳賀明子. 埼玉県庁のタイムカプセル－県庁舎定

礎式関係行政文書から－, p.73‒84

◇千葉県文書館 千葉県の文書館 第15号 (2010.

3)

清水邦俊. 基本目録編成論－『鳥飼家文書目録』

を素材に－, p.1‒22

大島赳. ｢昭和十七年 小谷仲次郎 懐中日記｣－

安房郡水産会長などを務めた当時の状況を見

る－, p.23‒32
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県史・古文書課県史班. 千葉県史編さんで収集し

た資料の概要, p.33‒41

坂本勇. 資料の保存と修復－アジアの資料保存を

再考する－, p.42‒46

尾�晃. 千葉県職員は士族に限る？ (収蔵資料の

紹介), p.47‒51

宮間純一. 江戸時代の旅－佐久間鼎の旅日記か

ら－(収蔵資料の紹介), p.52‒54

嶺島英寿. 資料保存利用設の紹介－いすみ市郷土

資料館 (田園の美術館) について－, p.55‒57

千葉県文書館収蔵文書 (古文書) 解説, p.58‒62

◇福井県文書館 福井県文書館研究紀要 第７号

(2010.3.26)

青木美智男. 福井県文書館講演 教材で使う史料､

学んでほしい史料, p.1‒22

舘野和己. 西大寺領越前国赤江庄の復元－西大寺

食堂院跡出土木簡をめぐって－, p.23‒42

池内啓. 杉田定一の一側面 (続), p.43‒51

平野俊幸. 養蚕と風穴－荒島風穴の発見を中心に－,

p.53‒64

島田芳秀・吉田将之. 普及啓発活動の新しい取り

組み－学校連携を中心に－, p.79‒94

藤井譲治. 慶長三年の越前国太閤検地関係史料,

p.95‒107

木村亮. 福井県下の連合国軍捕虜について, p.109

‒116

◇長野県立歴史館 長野県立歴史館研究紀要 第

16号 (2010.3.19)

原明芳. 口絵 忠霊塔建設々計図

井原今朝男. 地域史の研究と市河文書の活用, p.

2‒12

村石正行. 治承・寿永の内乱における木曽義仲・

信濃武士と地域間ネットワーク, p.13‒33

児玉卓文. 郡村誌・国史編集と長野県の国史編輯

掛, p.34‒51

原明芳. 軍都松本における慰霊施設の創設－満州

事変以降を対象として－, p.52‒71

傳田伊史. 善光寺式三尊像における同型像の一系

統－善光寺信仰展の調査から－, p.72‒88

福島正樹. ｢信濃国十二郡｣ をめぐって－木曽の

描かれた地図－, p.89‒99

水沢教子. 屋代遺跡群出土土器における化学分析

の試行, p.100‒107

◇京都府立総合資料館 資料館紀要 第38号

(2010.3.31)

歴史資料課. 京都町奉行所関係資料集 二 古久

保家文書 ｢天和三年 御公用諸事日記｣ (総合

資料館・府立大学共同研究事業), p.1‒38

歴史資料課. 序 (総合資料館・府立大学共同研究

(近世部門) 論文集－徳川日本と京都町奉行支

配国の諸相－(総合資料館・府立大学共同研究

事業), p.39‒42

｢総合資料館・府立大学共同研究 (近世部門) 論

文集－徳川日本と京都町奉行支配国の諸相－｣

目次, p.43‒45

水本邦彦. 徳川日本とは何か, p.47‒74

寺嶋一根. 法令と文学作品からみた近世衣類統制

の性格－天和三年令を中心に－, p.75‒119

伊藤誠之. 近世伏見の土地・人の構造とその支

配－伏見廻り村の視点を中心に－, p.121‒160

平塚理子. 京都近郊豪農と門跡寺院, p.161‒194

水谷友紀. 奈良奉行所における行政組織形成の萌

芽, p.195‒240

山田洋一. 触にみる近世 ｢徳川領国｣ 内丹波国の

構造－京都府域関係古文書のアレンジメントの

前提として ⑤－, p.241‒283

西村正芳. ｢豊岡県布達｣ について－丹波国天田

郡田野村由良家文書を事例に－, p.285‒314

◇兵庫県公館県政資料館 新兵庫県の歴史 第２

号 (2010.3.31)

常松隆嗣. 篠山藩における藩士帰農問題－明治３

年 ｢御藩士散居一件｣ の紹介－, p.1‒22

酒井一. 明治中期の淡路紡績関係史料 (二)－伊

藤重義文書に見る地方紡績業－, p.23‒59
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吉原大志. 1910年代湊川新開地における活動写真

と ｢不良少年｣, p.60‒73

伏谷聡. 『兵庫県漁業慣行録』 と近代兵庫県漁業,

p.74‒87

兵庫県公館県政資料館. 史料保存機関を訪ねて

６ 太子町立歴史資料館, p.88‒89

兵庫県公館県政資料館. 平成20年度兵庫県公館県

政資料館 (歴史資料部門) 概要, p.90‒96

伏谷聡.〈口絵写真〉初代兵庫県知事伊藤博文書

｢南山寿｣ 解説

◇和歌山県立文書館 和歌山県立文書館紀要 第

14号 (2010.3.30)

遊佐教寛. 宇佐見定祐は古活字版 ｢吾妻鏡｣ を引

き写した, p.1‒34

松島由佳. ｢被仰渡帳｣ から ｢舜恭院様御附属御

片附｣ について, p.35‒56

須山高明. 『和歌名所記』 の成立とその意義をめ

ぐって, p.57‒78

◇鳥取県立公文書館 研究紀要 第６号 (2010.3.

26)

早川和宏. 公文書管理と公文書管理法, p.1‒32

安藤文雄. 石碑は承け継ぐ－徳は孤ならず､ 必ず

隣あり－, p.33‒55

田村昭夫. 郷土人材の発掘と道徳への教材化－上

灘村長・山桝友蔵を事例に－, p.57‒67

山内美緒. 生田清氏抽出史料を読み直す－『製鉄

関係書翰』 に引用された近藤家資料－, p.69‒

97

◇岡山県立記録資料館 紀要 第５号 (2010.3.

31)

妻鹿淳子. 病者収容施設としての牢屋敷, p.1‒18

下垣豪岡山の技術革新, p.19‒32

記録資料館古文書解読同好会 (書簡班). 元岡山

藩士津田弘道の明治期書簡～記録資料館所蔵花

房瑞連・義質関係資料から～, p.33‒55

妹尾進治. 明治書簡を読む楽しさ, p.56‒57

◇香川県立文書館 香川県立文書館紀要 第14号

(2010.3.31)

田中健二. 続 生駒時代・高松城下周辺の地形に

ついて, p.1‒10

千葉幸伸. 明治三十三年の香川県内文化財調査－

小杉榲邨の記録より－(上), p.11‒20

鈴木正信. 紀伊国造と日前宮縁起, p.21‒29

松本昭雄. ｢心易主人｣､ 封印三百五十年の本音

(三)－京極高和の書状を読み解く－, p.31‒52

田村彰紀. 文書館と歴史資料～その意義と価値を

探求する～, p.53‒81

岡田啓子. 『別所家文書』 ｢安永八亥御用留｣, p.

83‒106

◇沖縄県公文書館 沖縄県公文書館研究紀要 第

12号 (2010.3.30)

福地洋子. 県文書整理業務について, p.1‒8

玉川紘子. 嘱託員が行う評価選別, p.9‒24

島さやか, 大嶺梓, 玉川紘子, 知念枝里子. 沖縄

県公文書館整理室という経験, p.25‒35

大湾ゆかり. 低酸素濃度処理法の導入について,

p.37‒44

仲本和彦. 沖縄県公文書館収蔵資料に見る日米安

保50年～｢密約｣ をめぐる米側解禁文書を中心

に～, p.45‒56

後藤仁, 山城正也, 富永一也, 豊見山和美. 平成

21年度公文書講演会 ｢沖縄県の公文書管理－い

ま何をするべきか､ 何ができるか｣ 第１部 講

演 第２部 パネルディスカッション, p.57‒

98

◇大阪市公文書館 大阪市公文書館研究紀要 第

22号 (2010.3)

井上宏. 大阪が時代を変える－｢笑い｣ と ｢お笑

い｣－

島貫利博. 市民の心に音楽で和らぎを－わが国最

初の市立音楽団－

堀田暁生. 自治体史の始まり－大阪市史－

玉井金五. 関一と大阪市の先進的社会政策
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庄谷邦幸. ｢公文書管理法｣ 成立とアーキビスト

の使命

｢大阪市いちばん｣－全国にさきがけた事業－～記

録が人を響かせる～

◇福岡市総合図書館 福岡市総合図書館研究紀要

第10号 (2010.3.31)

三角範子. 福岡藩士大岡氏とその関係資料につい

て, p.1～7

鈴木文. 福岡藩儒櫛田北渚の 『朝鮮聞見録』 につ

いて, p.8～15

井上隆明. 仲津郡長井手永文書 『むかし咄本』,

p.16～24

重久幸子. 富商・綿屋西原家についての現存資料

と ｢綿屋出店｣, p.25～30

野口文. 旧市史編纂資料 ｢重要記録｣ について,

p.31～40

中山千枝子. 黎明の歌 詩人・加藤介春, p.41～

44

田代ゆき. 大西巨人・坂口博・波潟剛 鼎談 福

岡に大西巨人氏を迎えて, p.45～56

重久幸子. ≪報告≫デジタル・アーキビスト講座

を受講して, p.57～58

川原喜代美. 展示 ｢福岡大空襲とアメリカ軍によ

る聞き取り調査報告｣ について２, p.59～68

デビット キャリシャー. 映画字幕に関する一考

察－制作の歴史と翻訳 実践における諸問題に

ついて－, p.69～76

下野ミヱ子. 九州国連寄託図書館のあゆみ－福岡

市への継承設置後を中心に－, p.77～82

◇藤沢市文書館 藤沢市史研究 第43号 (2010)

下山治久. 戦国期の鵠沼の領主・岩本定次の軌跡

下山治久. 改訂 後北条氏発給者別 編年文書目

録

◇寒川文書館 寒川町史研究 第23号 (2010.3.

31)

大口勇次郎. 特集にあたって (特集・花川用水と

目久尻川), p.1‒2

馬場弘臣. 町史講座・さむかわ用水路ものがた

り－花川用水と目久尻川－, p.3‒17

椿田有希子. 資料紹介・花川用水関係史料, p.18

‒81

佐藤勝巳. 図書館・文書館の底力－情報資源をみ

んなのために・未来のために－, p.82‒95

椿田有希子. 広報さむかわの60年, p.96‒98

林宏美. 寒川村ができたころ－一二〇年前の世

界－, p.99‒103

高木秀彰. 江戸時代の古文書, p.104‒107

渡辺真治. 梶原景時の史料を読む－吾妻鏡の世界

Ⅲ－, p.108‒111

◇長野市公文書館 市誌研究ながの 第17号

(2010.2.1)

長野市長 鷲澤正一. はじめに

松田之利. 長野市公文書館 開館二周年記念講演

真田幸貫と松代藩－藩祖顕彰と軍制改革を中心

に－, p.1‒21

袖山榮眞. 十念寺の謎とき－再建名号碑と誕生寺

二十二世正道をめぐって－, p.23‒35

河西克造. 水内郡 長沼城の再検討－城郭構造を

中心として－, p.37‒53

吉田古文書研究会. 貞享四年卯六月六日 七月・

八月・九月・十月 ｢江戸日記｣ の紹介, p.55‒

68

滝澤公男. 千曲川中流域における近世末期の治水

事業, p.69‒77

大塚尚三. 天明三年浅間大焼け・凶作と松代藩の

対応, p.79‒89

佐久間方三. 佐久間象山の漢詩 (二), p.91‒101

長野西高校古文書同好会. 弘化四年三月廿五日よ

り五月五日至 ｢御役用日記｣ の紹介, p.103‒116

関保男. ｢新馬喰町日記｣ にみる人びとの暮らし,

p.117‒128

高木寛. 松堂丸山弁三郎の人と業績, p.129‒145

落合照雄. 長野市の桜 Cherry blossoms in

Nagano City and its neighbourhood, p.147
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‒158

◇松本市文書館 松本市史研究－松本市文書館紀

要－ 第20号 (2010.3.31)

松本市長 菅谷昭. 刊行にあたって

増田廣實. 中馬稼ぎの東進, p.1‒19

桐原健. 学習・桜ヶ丘古墳, p.20‒26

浜野安則. 『物くさ太郎』 の成立背景－同時代の

類似作品との関係から－, p.27‒38

田中薫. 江戸時代の村や町の医療事情－松本平を

中心として－, p.39‒64

藤森喜雄. 新松本市域の人口の特性 (三)－松本

市奈川・安曇地区の人口の変動‒, p.65‒101

小松芳郎. 松本商工会議所一〇〇年のあゆみ, p.

102‒147

◇尼崎市立地域研究史料館 尼崎市立地域研究史

料館紀要 『地域史研究』 第39巻第２号 (通巻109

号) (2010.3.31)

文・井上眞理子. グラビア 出洲の鼻 (丸島)

香山明子. 大尼崎が描かれた鳥瞰図, p.2‒16

三輪泰史. 『神崎工場物語』 補遺－戦前の紡績女

子労働者に聞く－, p.17‒39

日下幸男. 史料紹介 武者小路実純序 ｢神崎橋詠

草｣, p.40‒46

地域研究史料館誌上レファレンス, p.47‒50

高田知和. マージナルな立場からみた自治体史

(小特集 自治体史を考える), p.51‒70

森本米紀. 自治体史を考える －市史をひらき､

史料館につどう－(小特集 自治体史を考える),

p.71‒85

尼崎関係新着史料・文献・歴史論文紹介, p.86‒

100

※地方自治体の設置する公文書館において刊行さ

れた研究紀要の目次を掲載した (今回は2010年

１月～３月に刊行され､ ５月17日までに当館に

送付されたもの及び各館のホームページに情報

が掲載されているものを対象にした)｡
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